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未
曾
有
の
危
機
の
到
来

バ
ブ
ル
崩
壊
で
構
造
的
問
題
が
表
面
化

二
〇
〇
一
年
〜
二
〇
〇
二
年
、
日
本
の
I
T
業
界
は

未
曾
有
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
当
社
も
例
外
で
は

な
い
。
I
T
バ
ブ
ル
絶
頂
期
の
二
〇
〇
〇
年
一
月
、
当
社
の

時
価
総
額（
富
士
通
単
独
）は
一
〇
兆
円
に
迫
る
勢
い
だ

っ
た
。
バ
ブ
ル
に
後
押
し
さ
れ
て
、
売
上
高
・
営
業
利
益

と
も
に
過
去
最
高
に
達
し
て
い
た
。
し
か
し
、
翌
年
、
米

国
発
の
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
状
況
は
一
変
し
た
。
営

業
利
益
は
、
過
去
最
高
益
か
ら
一
転
、
七
〇
〇
億
円
を

超
え
る
初
の
営
業
赤
字
に
転
落
。
オ
ー
プ
ン
化
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
コ
ア
技
術

が
一
気
に
レ
ガ
シ
ー
へ
と
変
化
し
て
い
た
。
市
場
の
変
化
へ

の
対
応
遅
れ
、
そ
れ
は
、
お
客
様
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
需
要
の

読
み
違
い
で
も
あ
っ
た
。

業
績
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
溜
ま
り
に
溜
ま
っ
た
多
く
の

構
造
的
な
問
題
が
一
気
に
噴
き
出
し
た
。
時
価
総
額

は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
は
、
六
、
〇
〇
〇
億
円
ま
で
急

落
。
実
に
三
年
間
で
一
〇
分
の
一
を
下
回
る
水
準
に
ま

で
落
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
私
が
C
F
O
に

就
任
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
ん
な
ど
ん
底
の
と
き（
二

〇
〇
三
年
四
月
）だ
っ
た
。

本
業
の
収
益
力
を
回
復
す
る
に
は
、
そ
れ
ま
で
先
送

り
さ
れ
て
き
た
多
く
の
課
題
と
向
き
合
い
、
大
胆
な
構

造
改
革
に
着
手
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

不
採
算
事
業
か
ら
の
撤
退
、

事
業
構
造
の
転
換

大
幅
な
事
業
の
再
構
築
を
始
め
た
。
半
導
体
で
は
メ

モ
リ
ー
か
ら
完
全
撤
退
し
、
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
の
工
場
を

閉
鎖
し
た
。
メ
モ
リ
ー
か
ら
の
撤
退
は
、
既
に
九
八
年
頃

か
ら
海
外
工
場
の
閉
鎖
・
縮
小
と
し
て
始
め
て
は
い
た

が
、
判
断
の
遅
れ
が
傷
を
深
く
し
て
い
た
。
国
内
で
は
、

情
報
処
理
機
器
・
通
信
機
器
の
製
造
工
場
を
中
心
に
人

員
削
減
や
配
置
転
換
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
数
は

一
八
万
七
、
〇
〇
〇
人
か
ら
三
万
人
減
少
し
た
。

不
採
算
事
業
か
ら
の
撤
退
と
全
て
の
事
業
に
お
い
て

事
業
構
造
そ
の
も
の
を
大
き
く
見
直
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
で
開
発
・
製
造
機
能
の
集
約
と
ス
リ
ム
化
を
進
め
て

い
っ
た
。

構
造
改
革
に
要
し
た
費
用
は
、
こ
の
二
年
間
で
実
に

五
、
七
〇
〇
億
円
に
達
し
、
五
、
〇
〇
〇
億
円
も
の
純
損

失
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
然
の
結
果
と
し
て
、

財
務
体
質
も
大
き
く
悪
化
し
た
。
ス
リ
ム
化
の
結
果
、

総
資
産
は
二
年
間
で
四
兆
二
、
〇
〇
〇
億
円
へ
と
一
兆

円
近
く
減
少
。
一
方
で
、
有
利
子
負
債
は
増
加
、
D
／

E
レ
シ
オ
は
二
・
五
倍
に
ま
で
上
昇
し
た
。
自
己
資
本
も

一
兆
二
、
〇
〇
〇
億
円
か
ら
七
、
〇
〇
〇
億
円
へ
と
大
き

く
毀
損
し
た
。
さ
ら
に
、
会
社
の
生
命
線
と
も
い
え
る
キ

ャ
ッ
シ
ュ
の
創
出
力
も
大
幅
に
低
下
し
、
二
〇
〇
〇
年
に

一
、
〇
〇
〇
億
円
近
く
あ
っ
た
本
業
ベ
ー
ス
の
フ
リ
ー
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
、
二
〇
〇
一
年
に
は
一
、
〇
〇
〇
億
円
を

超
え
る
マ
イ
ナ
ス
、
翌
二
〇
〇
二
年
も
五
〇
〇
億
円
近
い

マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
た
。
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会
社
再
生
へ
の
取
り
組
み

過
去
の
整
理
と
膿
み
出
し
に
追
わ
れ
た
二
年
間
を
経

て
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
は
健
全
化
に
向
け
て
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
を
修
復
す
る
時
期
と
な
っ
た
。
現
社
長
の
黒
川
が

二
〇
〇
三
年
六
月
に
就
任
し
、
新
し
い
体
制
の
も
と
、

「
元
気
で
健
康
な
会
社
」を
目
指
し
、
会
社
再
生
に
取
り

組
ん
だ
。

基
本
を
徹
底
的
に
追
求
す
る
こ
と
、「
お
客
様
起
点
」

「
納
期
と
品
質
」「
ス
ピ
ー
ド
」の
三
点
を
絶
対
の
要
件
に

し
た
基
本
方
針
を
策
定
し
、
全
て
は
こ
れ
に
従
い
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
実
行
し
て
き
た
。
ま
た
、
経
営
の
重
点

課
題
と
し
て「
事
業
収
益
力
の
向
上
」「
財
務
体
質
の
健

全
化
」「
事
業
構
造
の
継
続
的
な
見
直
し
」の
三
点
を
再

認
識
し
、
最
終
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を「
企
業
価
値
の
最
大

化
」に
お
い
た
。

二
〇
〇
一
年
か
ら
の
リ
ス
ト
ラ
施
策
を
継
続
、
強
化

し
、
事
業
規
模
で
売
上
高
・
総
資
産
と
も
に
五
、
〇
〇
〇

億
円
を
超
え
る
レ
ベ
ル
の
事
業
売
却
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に

よ
っ
て
経
営
リ
ソ
ー
ス
を
集
中
し
て
い
っ
た
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
修
復
を
図
る
過
程
で
、
保
有
資
産

の
売
却
も
進
め
た
。
株
式
の
売
却
と
固
定
資
産
の
流
動

化
に
よ
っ
て
、
売
却
収
入
三
、
九
〇
〇
億
円
、
売
却
益
二
、

六
〇
〇
億
円
を
捻
出
で
き
た
。
先
人
の
残
し
て
く
れ
た

財
産
の
お
か
げ
で
、
財
務
的
な
手
当
て
を
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
と
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
適
正
化
の
た
め
に
、
継
続
的
に
株
式
減
損
を

実
施
し
た
。
二
〇
〇
一
年
か
ら
五
年
間
の
累
計
は
、
国

内
外
合
わ
せ
て
六
、
〇
〇
〇
億
円
に
達
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
採
算
性
の
悪
化
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る

将
来
の
損
失
見
込
額
約
七
〇
〇
億
円
に
対
し
て
引
当
て

を
行
う
と
と
も
に
、現
場
の
行
動
様
式
の
変
革
に
つ
な
げ
、

不
採
算
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
組
織

の
整
備
も
あ
わ
せ
て
行
っ
た
。
財
務
経
理
的
に
は
、「
見

え
る
化
」を
推
進
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
算
性
に
関
す
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
す
る
た
め
に
、
建
設
工
事

に
使
わ
れ
て
い
る
工
事
進
行
基
準
の
よ
う
な
手
法
を
シ

ス
テ
ム
開
発
に
適
用
し
た「
S
I（
シ
ス
テ
ム
・
イ
ン
テ
グ
レ

ー
シ
ョ
ン
）進
行
基
準
」を
導
入
し
た
。
作
業
の
進
捗
に

応
じ
た
収
益
費
用
の
計
上
に
よ
り
、
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
な

業
績
管
理
を
行
い
、
将
来
の
回
収
可
能
性
を
精
査
し
、

回
収
不
能
見
込
額
を
即
座
に
認
識
す
る
し
く
み
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
年
々
損
失
額
は
小
さ
く
な
り
、
二

〇
〇
五
年
に
は
正
常
レ
ベ
ル
と
考
え
る
一
〇
〇
億
円
に
ま

で
減
少
し
た
。
戦
略
的
な
商
談
も
あ
る
た
め
、
決
し
て

ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
は
な
い
が
、
今
年
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
引

き
下
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

二
〇
〇
二
年
末
に
あ
っ
た
七
、
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
る

巨
額
の
年
金
積
立
不
足
へ
の
対
応
は
、
避
け
て
通
れ
な
い

課
題
だ
っ
た
。
厚
生
年
金
基
金
の
代
行
返
上
と
年
金
制

度
の
改
定
な
ど
に
よ
っ
て
、
三
、
〇
〇
〇
億
円
以
上
を
削

減
。
さ
ら
に
、
株
式
の
長
期
保
有
と
い
う
方
針
を
貫
い
た

こ
と
で
、
株
式
市
場
の
回
復
に
伴
っ
て
五
、
〇
〇
〇
億
円

を
削
減
し
た
。
こ
の
結
果
、
二
〇
〇
五
年
末
に
は
プ
ラ
ス

に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
は
、
営
業
外
損
益
は
富
士
通
に
と
っ
て
重
い
も
の
が

あ
っ
た
。
有
利
子
負
債
の
削
減
で
支
払
利
息
の
負
担
が

減
少
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
年
金
積
立
不
足
が
解
消
し

た
こ
と
に
よ
る
償
却
費
用
の
減
少
に
よ
り
、
営
業
外
損

益
の
負
担
は
ピ
ー
ク
時
の
二
割
の
水
準
に
ま
で
低
下
し
て

き
た
。
中
期
的
に
は
負
担
ゼ
ロ
の
水
準
に
ま
で
減
少
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
は
、
巨
額
と
な
っ
た
繰
延
税

金
資
産
へ
の
対
処
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
末
に
は
三
、

四
〇
〇
億
円
規
模
と
な
り
、
自
己
資
本
に
占
め
る
割
合

で
は
、
ほ
ぼ
半
分
の
水
準
に
ま
で
達
し
て
い
た
。
株
式
売

却
益
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
繰
越
欠
損
金
に
対
し
て

将
来
の
回
収
可
能
性
を
よ
り
保
守
的
に
精
査
し
、「
評

価
性
引
当
金
」を
計
上
し
た
こ
と
で
、
二
〇
〇
五
年
末
に

は
四
〇
〇
億
円（
自
己
資
本
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
水
準
）に

ま
で
減
少
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
収
益
計
画
の
縮

小
・
変
動
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
危
険
性
は
極
め
て
低
く

な
っ
た
。

さ
ら
な
る
体
質
改
善
へ
の
地
道
な
取
り
組
み

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
課
題
へ
の
対
処
と
並
行
し
て
、
本

業
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
体
質
改
善
に
も
全
社
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
だ
。
事
業
フ
ォ
ー
カ
ス
領
域
を
見
直
し
、
継
続
的
に

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
行
う
こ
と
で
、
経
営
資
源

の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
を
図
っ
て
き
た
。
ト
ヨ
タ
さ
ん
の

T
P
S（
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
）を
取
り
入
れ
て
、
製
造
工
場

か
ら
、
さ
ら
に
は
製
品
開
発
や
シ
ス
テ
ム
構
築
の
現
場
に

ま
で
広
げ
る
べ
く
全
社
展
開
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た

努
力
の
積
み
上
げ
に
よ
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
徐
々
に

回
復
し
て
い
っ
た
。

最
初
に
目
に
見
え
る
変
化
は
、
棚
卸
資
産
に
表
れ
る
。

I
T
バ
ブ
ル
絶
頂
期
の
二
〇
〇
〇
年
末
に
九
、
〇
〇
〇
億

円
あ
っ
た
残
高
が
、
二
〇
〇
五
年
末
に
は
半
分
以
下
に
減
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少
し
た
。
月
当
た
り
の
回
転
数
で
見
る
と
、
〇
・
五
回
か

ら
〇
・
九
回
へ
と
効
率
性
は
約
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し

た
。
棚
卸
資
産
の
効
率
化
は
、
損
益
効
果
に
直
結
す
る
。

当
面
の
目
標
で
あ
る
月
当
た
り
回
転
数
二
回
を
目
指
し

て
、
ま
だ
ま
だ
努
力
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

改
革
の
道
筋
は
一
朝
一
夕
に
成
る
も
の
で
は
な
い
が
、
私

自
身
、
痛
感
す
る
の
は
、
各
ビ
ジ
ネ
ス
の
ト
ッ
プ
が
自
ら
現

場
で
取
り
組
む
姿
勢
こ
そ
が
、
社
員
全
員
の
意
気
込
み

を
高
め
、
継
続
性
へ
と
つ
な
が
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
で
あ
る
。
か
つ
て
買
収
し
た
会
社
の
ブ
ラ
ン
ド

を
、
中
途
半
端
に
残
し
て
い
る
こ
と
の
弊
害
が
リ
ス
ト
ラ

途
上
で
わ
か
っ
て
き
た
。
世
界
中
に
あ
る
富
士
通
グ
ル
ー

プ
の
社
名
変
更
を
皮
切
り
に
、「
O
n
e

F
U
J
I
T
S

U
」と
し
て
グ
ル
ー
プ
経
営
の
一
体
化
を
進
め
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
の
統
一

は
、
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
商
談
を
進
め
る

時
も
お
客
様
の
信
頼
獲
得
へ
と
つ
な
が
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
行
す
る
中
で
、
二
〇
〇
五
年

に
は
七
〇
〇
億
円
近
く
の
純
利
益
が
出
る
ま
で
に
収
益

力
が
回
復
し
て
き
た
。
ま
た
、
本
業
ベ
ー
ス
の
フ
リ
ー
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
も
改
善
し
、
一
定
レ
ベ
ル
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
確

保
で
き
る
能
力
が
高
ま
っ
た
た
め
、
成
長
に
向
け
た
次
な

る
投
資
も
考
慮
で
き
る
段
階
に
き
た
。

明
日
へ
の
成
長
に
向
け
て

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
回
復
が
見
え
て
き
た
今
、
再
生
か

ら
成
長
へ
の
ギ
ア
モ
ー
ド
の
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

未
来
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
リ
ス
ク
へ
の
対
処
と
成
長
軌

道
を
実
現
す
る
に
は
、
事
業
の
効
率
性
向
上
へ
向
け
て

あ
く
な
き
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
は
否
応
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
競
争
が

前
提
と
な
り
、
国
や
地
域
ご
と
の
境
目
は
減
り
、
シ
ー
ム

レ
ス
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
中
で
、

財
務
経
理
的
な
観
点
か
ら
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し

て
、
当
社
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
て
い
る
の
が
、
連
結
ベ
ー
ス
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト（
B
U
）別
事
業
管
理
の
徹
底
で
あ

る
。
連
結
B
U
単
位
の
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
P
／
L
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
を
作
成
し
、
B
U
の
分
離
独
立

を
視
野
に
入
れ
て
、
B
U
ご
と
に
独
立
し
た
事
業
体
と

し
て
の
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
三
〇
の
B
U
の
フ

リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
や
R
O
I
、
棚
卸
資
産
の
回
転
率

と
い
っ
た
効
率
性
を
重
点
的
に
管
理
し
、
B
U
の
営
業
損

益
に
加
え
て
、
B
U
ご
と
の
持
分
法
損
益
や
特
別
損
益

を
含
ん
だ
損
益（
当
社
で
は
B
U
ご
と
の
事
業
損
益
と

呼
ん
で
い
る
）を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
設
備
投
資
、
企
業

買
収
、
提
携
な
ど
に
対
す
る
リ
タ
ー
ン
も
含
め
て
測
定

す
る
体
制
を
、
効
果
的
に
構
築
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
会
計
基
準
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
あ
る
I
F
R
S（
国
際
財
務
報
告
基
準
）へ
の
移
行
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
有
効

に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強

化
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
B

U（
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
）長
と
社
長
、
複
数
の
B
U
の
統
括

責
任
者
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
長
と
の
対
話
を
通

じ
、
全
く
新
し
い
視
点
で
、
次
の
利
益
・
成
長
に
向
け
た

戦
略
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
議
論
、
方
向
付
け
を
行
う

「
経
営
革
新
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
常
時
行
っ
て
い
る
。「
経
営

革
新
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
実
施
は
、「
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
」「
戦

略
的
に
行
う
施
策
や
実
行
計
画
」「
社
員
一
人
一
人
の

行
動
計
画
」ま
で
一
貫
し
た
結
び
つ
き
を
重
視
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
さ
ら
な

る
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
期
待
し
て
い
る
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
し
く
み
を
支
え
る
の
が
人
材

で
あ
り
、
人
材
教
育
が
何
よ
り
永
遠
の
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
新
卒
者
に
対
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
た
め
の
語
学
教
育
を
基
本

に
、
経
営
幹
部
候
補
生
に
対
し
て
は
、
国
内
外
の
大
学

や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
と
連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、財
務
経
理
部
門
に
お
い
て
は
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
義
務
付
け
、
新
卒
者
は
三
年
以
内
、

そ
の
後
は
五
年
以
内
に
本
社
、
あ
る
い
は
事
業
部
、
工

場
、
海
外
等
と
い
っ
た
三
つ
以
上
の
異
な
る
機
能
・
場

所
で
経
験
を
積
む
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

社
外
教
育
も
積
極
的
に
活
用
し
、
日
本
C
F
O
協
会

の
経
理
・
財
務
ス
キ
ル
検
定
な
ど
も
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
参
考
に
し
て
い
る
。

●

か
つ
て
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
何

よ
り
も
基
本
に
立
ち
返
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
行
動
が
重
要

と
考
え
る
。
経
営
に
近
道
は
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
強
化
し
、
き
め
細
か
く
、
P
D
C
A（P

lan
,
D
o,

C
heck,A

ction

）を
ま
わ
し
て
い
く
こ
と
が
、
最
大
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
、

企
業
価
値
の
最
大
化
を
実
現
す
る
最
も
有
効
な
手
段

と
も
な
る
だ
ろ
う
。

※
こ
の
文
章
は
、
二
〇
〇
六
年
九
月
一
三
日
開
催
の
「
F
A
S
S
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
2
0
0
6
」
の
講
演
内
容
を
編
集
部
に
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。


